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 “TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIES EVERY RIGHT” 

Affiliated with The International Association of Y’s Men’s Clubs 

Chartered : 10 May, 1961 

 

Office : Tokyo YMCA Toyocho Center 

2-2-20 Toyo, Koto-ku, Tokyo, Japan 

 

〒135-0016 東京都江東区東陽2-2-20 

東京YMCA東陽町センター内 

TEL 03-3615-5565 

東京むかでワイズメンズクラブ 
THE Y’S MEN’S CLUB OF TOKYO-MUKADÉ  “CENTIPEDE” 

━━━━━━━━━━ 

会    長  神保伊和雄 

副 会 長  城井 廣邦 

直前会長 今井 武彦 

━━━━━━━━━━ 

２０２３年７月 ～ ２０２４年６月 

国際会長主題   「輝かそう、あなたの光を」 

アジア会長主題 「変革のための光となろう」 

東日本区理事主題「未来のために今、学びと気づきを！ 

       未来のために、自信を育み、真の喜びに出会う！」 

東新部部長主題 「ALL 東新部、継続・発展！」 

                

━━━━━━━━━━━ 

書  記   長谷川正雄 

会  計  福島和州太郎 

担当主事  本多 良章 

━━━━━━━━━━━ 

8 月 本 例 会 (Zoom併用型) 

日 時 2023 年 8月 15 日（火） 18：00～20：00   

場 所  東京ＹＭＣＡ東陽町センター・ＹＭＣＡホール 

会 費  ビジター1,500円、メンバー1,500円 

※ご欠席の方は8/10までに福島まで連絡ください 

でに福島会計までご連絡下さい。 

２０２３年８月本例会（738回） 

（ 強調月間：戦略 ２０３２ ） 

 
今 月 の 聖 句  

  
悲しむ人々は、幸いである。その人たちは慰めら

れる。         （マタイによる福音書 5‐4） 
 

Happy are those who mourn； 

 God will comfort them！ 

         (Matthew 5-4） 

東京YMCA 第86回野尻学荘（13泊14日） 

日 時 ： 2023年8月5日（土）～18日（金） 

場 所 ： 東京YMCA野尻キャンプ 

８月 CSについて 

Community Serviceの略で、地域奉仕事業のYと地域とワイズ

が一緒になって活動をしようということ。たくさん色々在るよね。 

戦略２０３２って何？ ２０２２の後継戦略と伺いましたが 

何をどうするの？我々はどうするの？ （神保 記） 

  ２０２３ 年 ７ 月 の 記 録（＊累計は期初からの24累計）

回  院  出  席  状  教 メーキャップ記録  スマイル   8,000 円 

正 会 員 7 
 
名 出席(メネット) 0 

0 
名  福島和州太郎 7/25 第二例会 ＢＦポイント  現金累計  円 

功労会員 1 名 出席(コメット) 0 名                 切手累計          
0  

 

在籍者数 8 名  出席(ゲスト) 2 名      

出席（正会員） 6 名 出席(ビジター) 2 名        1 名 
 

リングプル  累  計  kg 

出席(功労会員) 0 
 
名 例会出席総数 11 

6 
名 7月出席率 100％ 

月出席率 88％ 
6月出席率  70％ 
  
  ％ 

むかで基金    今月分  円 

  会費振込

先 

 

みずほ銀行 亀戸支店  (普通) ３０１３０７１ 東京むかでワイズメンズクラブ 

 

 

HAPPY BIRTHDAY 

27日 長谷川正雄・長谷川和子 
 

結婚記念日おめでとう 

該当者なし 

８月  本例会プログラム  

受 付・司 会  神保伊和雄 

 

開会点鐘                会 長  神保伊和雄 

ワイズソング                    一 同 

ゲスト・ビジター紹介             司 会  

今月の聖句・感謝               堀口  廣司 

楽しい食事 

「キャンプソングを歌おう」  丸山もと子氏 

 

強調月間アッピール             神保伊和雄 

ハッピーバースデイ・結婚記念日   司  会   

スマイル                       神保伊和雄 

諸報告 

閉会挨拶                       神保伊和雄 

閉会点鐘                会 長  神保伊和雄  
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1          ７ 月 本 例 会 報 告              

東京むかでワイズメンズクラブ7月本例は7月18日（火）

18時より、東京YMCA東陽町センターでリアルとZoomの

併用で開催されました。 

  司会は伊丹一之君、開会点鐘を神保伊和雄会長が行

い、新年度のスタートです。ワイズソングの後、ゲスト・ビジ

ターの紹介が行われました。この日は榊原宏介氏、鈴木健

彦氏のお二人のゲストと、部長公式訪問でご出席の、今井

武彦部長、伊丹一之部書記、石田孝次部会計、比奈地 

康晴国際・交流主査が紹介されました。 

榊原氏はメンバーの城井廣邦君の会社に入社間もない

フレッシュマンで、この様な場を体験し乍ら、広い視野を養

ってほしいと、社長の親心からのご出席です。機会があえ

ば入会もお考えの様です。 

元メンバーの鈴木氏は退会後2年ほどになりますが、里

心からか？久方のご出席で｢そろそろ戻って｣の声がかかり

ました。 

  キックオフの７月例会に相応しく、長谷川正雄監事の司

式で会長就任式を行い、今井直前会長から会長バッチが

神保新会長に引き継がれ、新会長の就任をお祝いしまし

た。引き続き、堀口廣司君の転入会式が行われ、力強く

「入会宣言」が成されました。 

 

【写真上＝神保会長就任式、写真下＝堀口君転入会式】 

聖句・食前感謝を今井部長が行い、香り豊かなお弁当を

いただきました。 

公式訪問の今井部長からは、本年度の活動計画が語ら

れました。東新部が直面する課題とクラブ統合、｢Y友広場」

はワイズ相互の理解促進に結びつきます。YMCAユース

事業への理解、「Y`ｓ×SDGs Youth Action」のプログラ

ム支援継続等々・・・７項目に亘る活動方針について語ら

れました。続いて、石田部会計、比奈地主査からご挨拶を

いただきました。石田部会計は東京多摩スマイルクラブの

メンバーですが、今期は部会計として今井部長をお支え

頂きます。当クラブとして感謝申し上げなければなりません。 

  伊丹部書記は、当クラブから輩出の大半の部長に、書

記として仕えて来られ、更にこの日は、ご自身編集のブリ

テンを片手に、例会の司会担当です。「オールむかで」の

想いを新たにし、お互いの働きに感謝の念を強くしましょう。

強調月間は長谷川君が、当クラブの「下田会議」を通し、

キックオフを語りました。 

  「ハッピーバースデイ・結婚記念日おめでとう」の該当者

はなし。スマイル、諸報告と続きました。 

  神保会長の挨拶は、並々ならぬメンバー増に向けた思

いが強く滲む言葉でした。新会長の閉会点鐘で、７月本例

会を閉じました。                       （長谷川 記） 

出席者：今井（部長）、伊丹（部書記）、神保（部大会実行委

員長）、城井、長谷川、堀口、本多（部担当主事・

Zoom） 

ゲスト：榊原宏介、鈴木健彦 

ビジター：石田孝次（部会計）、比奈地康晴（国際・交流主

査）           （敬称略） 

                        

    東 新 部 第 1 回 評 議 会 報 告       

2023-24年度の第1回東新部評議会は、7月22日（土）

13：30より、東京YMCA東陽町センター1階ホールおよび

Zoomにおいて開催されました。 

今年度は、むかでクラブから今井武彦部長、伊丹一之

部書記・部ヒストリアン・メネット連絡員、神保伊和雄部大会

実行委員長、本多良章部担当主事を輩出、むかでが部を

運営する年度となっています。開会セレモニーでは、部旗

が深尾香子直前部長から今井部長に引き継がれました。 

【第1回評議会では、今井部長から部役員を紹介】 

議事に入り、審議事項では次の6議案が審議されました。 

第0号議案：（積み残し議案）前々年度第3回評議会議事

録承認の件は、賛成多数で承認。 

第1号議案：前年度第3回評議会議事録承認の件は、承認。 

第2号議案：次期部長選任の件は、東京町田スマイルクラ
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ブの為我井輝忠さんを推薦・交渉しているが承諾に至ら

ず、8月末をめどに決定したい。 

第3号議案：次々期部長・次期監事指名委員委嘱の件で

は、6名の委員を賛成多数で承認。 

第4号議案：前年度会計決算報告では、直前部会計から

説明があり、第5号議案：会計監査報告とともに承認した。 

第6号議案：今年度修正予算案承認の件では、ユース支

援とメタノイア支援に力点を置き、部役員活動補助費に

ついても増額。ネパールで開催のAYCに参加するユー

ス2名に、従来の倍額の4万円を支援することを承認した。 

休憩をはさんで報告事項に移り、次の11項目が報告さ

れた。①前年度第4回区役員会報告（深尾直前部長）、②

前年度区代議員会報告（深尾直前部長）、③今年度第1回

区役員会報告（今井部長）、④前年度クラブ事業評価会報

告（伊藤LT委員長）、深尾直前部長から、部長表彰をLT

委員会に贈呈、⑤部大会について神保実行委員長から説

明、⑥東新部カレンダーを伊丹部書記が説明、⑦事業報

告では、主査・委員長・専任委員から活動計画を報告、⑧

各クラブ報告では、各クラブ会長より活動計画が示された。

⑨YMCA報告、⑩その他では、メタノイアへの献金13000

円、AYC参加学生に出発前に支援金支給、在日本韓国

YMCAのことが報告された。⑪松香監事より講評があった。 

以上でプログラムを終え、今井部長による閉会点鐘で評

議会を閉じました。                   （伊丹 記） 

出席者：今井、伊丹、神保  Zoom：長谷川、本多  

 

       再入会に思う   堀口廣司      

60歳定年にて東京YMCAを退職し、日本YMCA同盟

の東山荘に赴任し、65歳からは社会福祉法人雲柱社の向

島の児童館・学童クラブで働きの場が与えられていました。

現在の学校法人での働きは2年目となります。ワイズとすれ

ば、むかでクラブを離れ、御殿場クラブに6年在籍し、コロ

ナ禍での2年間の休会の後いつの日か御殿場での活動に

復帰しようと願っていました。今期から諸般の事情で古巣

のむかでクラブに8年ぶりに迎えていただきました。 

言うまでもありませんが、YMCAは本質的には会員組織

で東京YMCA会員部が頑張っています。同様にワイズメン

ズクラブも青少年の育成を目的としていますので、双方の

連帯によって日本のYMCA会員運動を次のステージに持

っていきたいと願っています。 

楽しいむかでワイズでの交流と活動に参加し、仲間づく

りと居場所づくりに励み、野尻学荘のボーイズの限りない

成長のためにお役に立てる働きをしたいと願っています。

世間では超高齢化が進み、高齢というとネガティブに捕ら

えがちですが、人生の終焉の時にジタバタしないで豊かに

年を取っていくお仲間に加わらせていただきました。 

どうぞよろしくご指導お願いいたします。   （堀口 記） 

 

      会長通信：あゆみを続けよう！              

あっという間に、8月になりました。 

【 まだまだ、じっくりそしてゆったりと爽やかに 】 

みんなで、むかでの歩みを一歩一歩、続けましょう！ 

今井武彦部長の公式訪問、部長・部書記・石田部会計・

比奈地部主査・部大会実行委員長の5名、むかでは神保・

長谷川・城井・伊丹・今井・堀口(転会)・鈴木(元むかで)・榊

原(ゲスト)の8名。重複を除くと計10名、久しぶりの参加者

二けたの例会でした。 

堀口さんよくお戻りいただきました。感謝です。鈴木健彦

さん、暑さにもめげず、スタートの月・部長公式訪問の月・

堀口廣司君の転会式にゲスト参加いただき感謝です。元

気なお姿を拝見しほっとしました。これからも余裕のある時

はいつでもお出で下さい。 

みんなで！待ってますよ。 むかでは、 

プルタブ・ランドセル  ：CS・Yサ事業 

シニア Y･Y･Y キャンプ：会員増強事業、国際・交流事業、

ユース事業 

ブリテン担当・オンライン担当・メネット連絡員・クラブ役

員も大変、ご苦労様です。楽しくね！ 

でもできることを精一杯やれば良いではないのかな？身の

丈に合ったところで努力しましょう。 

【 じっくりとゆったりと、そしてさわやかに 】 

暑さに負けないでね！         （神保伊和雄 記） 

＜８月の予定 ＞ 

3日（木） 東京多摩スマイル・8月本例会 

8日（火） 東京・8月本例会 

14日（月） 東京町田コスモス・8月本例会 

１5日（火） 東京むかで・8月本例会 

18日（金） 東京世田谷・8月本例会 

22日（火） 東京むかで・第二例会 Zoom（18:00～） 

＜９月以降の予定 ＞ 

19日（火） 東京むかで・9月本例会  

2６日（火） 東京むかで・第二例会 Zoom（18:00～） 

         

         ７ 月 第 二 例 会 報 告            

第二例会は7月25日（火）18：00よりZoom方式で開催し

ました。主な協議、確認事項は以下の通り。 

１ ブリテン８月号の発行について 

・編集担当は城井君、原稿の締切は7月30日（日）、印刷

会は8月15日（火）16:30より行う。 

・既定の原稿以外：「東新部第1回評議会報告」伊丹君、 
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「再入会に思う」堀口君、他 

２ 8月本例会のプログラムの検討、確認。 

・丸山もと子さんのピアノでキャンプソングを歌う。 

・出席者は神保会長がまとめ、お弁当など福島君と発注。 

・「野尻学荘」への献金は今井部長が、管谷総主事にお

渡しする。 

３ 東新部部大会の準備会を7月31日午後1時より、東陽

町センターで行う。（許されるメンバー全員参加） 

４ クラブ決算、新年度予算について福島会計より説明が

あり、了解された。  

５ その他 

・AYC学生2名ネパール派遣費、1万円の寄付了承。 

・野尻キャンプに8月12・13日に今井メン、メネット、福島

ファミリーが参加する。 

・9月本例会についての意見交換。 

・今年度のオープンハウスは中止する。  （長谷川 記） 

 出席者：今井、伊丹、城井、神保、長谷川、福島、本多主

事（野尻より参加） 

 

          東京ＹＭＣＡニュース             

▼チャリティーラン2023 

障害のある子供たちを支援する恒例のイベントです。今

年は、駅伝大会とアプリを利用したウォーキング・イベント

の両方を実施します。大会サポーター、駅伝大会当日ボラ

ンティアも募集しています。 

【駅伝大会】 9月23日（土・祝） 

【会場】 都立木場公園 

【チームでウォーキング】 9月23日～10月1日 

【個人でウォーキング】  9月16日～9月23日 

▼活動報告「第87回神田川船の会」 

「第87回神田川船の会」が6月10日に開催され、午前・

午後の各2便に、ほぼ満席の約150人が乗船し、2時間強

のクルーズを楽しみました。 

神田川船の会は、都内最古の歴史＋環境クルーズです。

1979年（昭和54年）、「甦れ神田川」を合言葉に当時異臭

を放っていた川筋に船を出し、神田川の清流復活と護岸

の緑化・環境整備を願い、忘れられつつある江戸文化・街

造りの歴史を交えてガイドを行う試みからスタートしました。 

今後も、乗船客に楽しんでいただきながら、環境改善の

ための情報発信などを続けていきたいと考えています。 

▼野尻湖ニュース 

・7月29日に第99回野尻湖花火大会が行われ、同日にキ

ャンプを実施していた野尻小学生キャンプでは花火大会

の鑑賞を楽しんだ後、花火から火を分けてもらいCFに移

すというテーマでオープニングファイヤーを楽しんだ。 

・第86回野尻学荘は45名のボーイズを迎え、8/5～8/18の

期間において実施予定。             （本多 記） 

 

       ７月会計報告 ・ リングプル報告         
 
１  月間収入・支出合計    期間 7/1～7/31 

口座名 月間収入額 月間支出額 

経常部  215,000円  20,102円 

活動基金部 35,600円 -   円 

■月次収支合計：    + 230,498円 

■現預金残高（現在）：  725,176円 

（収支の主な内訳） 

・経常収入： 会費収入（シニア含む） 200,000円、 

例会参加費 15,000円 

・活動基金収入：スマイル 8,000円、 

櫻印ファンド他 27,600円 

・経常支出：例会食事費 15,816円、図書カード 2,500円、

各種手数料 1,786円        （福島 記） 

２ プルタブ 7月預かり分 

協力者名 重量 協力者名 重量 

岩間芳子さんG 1.0㎏ 郡山偕子さんG 1.0㎏ 

長谷川正雄さまG 1.0㎏   今月合計 3.0㎏ 

新しい年度を迎えて、むかでクラブとして幸せなことに車

椅子の確保と応援団の皆様の力でスタートを切ることが出

来ました。本当に感謝です。ささやかな努力の結果が大き

な賜物を生み出すことに改めて感謝しようではありません

か？ この暑さを乗り切り、これからもこの小さな努力を皆

の力で積みかねて行きましょう。 

ご協力感謝です。 

またあの一っ個から！      （神保 記） 

  

             編  集  後  記                 

今回の編集作業は、部大会実行計画を実行委員長から

依頼されたことと、ブリテンの編集が重なり、長谷川書記に

本例会、第二例会の原稿作成を無理にお願いしました。 

部大会企画には3日間かかりきりでストーリーを描きなが

ら一つひとつ書き進めました。その時思ったのは、「現代の

社会状況の中でワイズはどうなっていくのか」と言う点です。 

従来のコトが通用しない、そして新しいコンセプトが求めら

れる時代に、ワイズは社会の求めに応えられるのかと思い

ました。 

今年の第 27 回部大会は、ワイズの一歩として新たなモ

デルケースとなりえる企画になれることを願いました。今ま

でにない部大会になると信じて、今日実行委員会に提出し

ました。2 時間全てを話し合い、承認を得ることが出来まし

た。テーマは「楽しい生き方のワイズ」です。  （城井 記） 


